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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月6日(2015.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　曲面状の外表面を有する容器と、
　前記容器の外表面に設けられた電気端子と、
　前記容器の外表面から前記外表面の法線方向に突出したピン状の突起部と、
　前記突起部の位置と突出方向に対応した開口部が形成され、前記突起部が前記開口部に
挿入されて前記電気端子を囲む保護部材とを備え、
　前記突起部は、前記外表面の周方向に沿って二つ設けられ、
　前記二つの突起部に対応する前記開口部は、前記保護部材の側方向に切り欠かれている
電動圧縮機。
【請求項２】
　前記容器の外表面と前記保護部材との間に設置されるシール部材を更に備え、
　前記突起部は、前記外表面の周方向に沿って設けられた二つの第１突起部と、前記第１
突起部に対して前記外表面の軸線方向に設けられた一つの第２突起部とを有し、
　前記シール部材は、前記第１突起部のうち一方と前記第２突起部とにそれぞれ対応して
、前記シール部材を２点支持する二つの第１開口部が形成されている請求項１に記載の電
動圧縮機。
【請求項３】
　前記電気端子の突出方向が、前記容器が設置されるベース部の直線部分に対して斜め方
向である場合、
　前記保護部材は、前記容器に取り付けられたとき、前記ベース部の直線部分に対して平
行な面が形成された外表面を有する請求項１又は２に記載の電動圧縮機。
【請求項４】
　容器と、前記容器の外表面に設けられた電気端子と、前記容器の外表面に突出したピン
状の突起部と、前記突起部の位置と突出方向に対応した開口部が形成され、前記突起部が
前記開口部に挿入されて前記電気端子を囲む保護部材と、前記容器の外表面と前記保護部
材との間に設置されるシール部材とを備える電動圧縮機の製造方法であって、
　前記突起部に前記シール部材を挿入するステップと、
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　前記シール部材が前記突起部に挿入された後、前記容器の外表面に防音部材を巻くステ
ップと、
　前記防音部材が巻かれた前記容器の前記電気端子にケーブルを結線するステップと、
　前記電気端子に前記ケーブルが結線された前記容器の外表面に前記保護部材を取り付け
るステップと、
を備える電動圧縮機の製造方法。
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